
リ
ス
ク
を
計
量
す
る 

初
め
て
の
基
準

―
―
今
回
公
表
さ
れ
た
案
が
最
終
決

定
と
考
え
て
よ
い
の
か

　

こ
れ
を
も
と
に
各
国
の
国
内
規
制

策
定
作
業
が
本
格
化
す
る
こ
と
に
な

る
。
各
加
盟
国
の
当
局
が
「
合
意
可

能
な
案
と
し
て
は
、
現
時
点
で
ベ
ス

ト
な
も
の
に
た
ど
り
着
い
た
」
と
の

確
信
の
も
と
に
国
内
手
続
に
入
る
わ

け
だ
が
、
か
り
に
予
想
外
の
問
題
点

が
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
な
場
合

に
、
そ
う
し
た
問
題
を
委
員
会
で
議

論
す
る
可
能
性
ま
で
排
除
す
る
も
の

で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
規
制
の
枠

組
み
が
変
わ
る
よ
う
な
こ
と
ま
で
は

想
定
し
て
い
な
い
が
、
所
要
資
本
の

全
体
的
な
水
準
に
つ
い
て
は
、
本
格

実
施
の
前
に
予
定
さ
れ
て
い
る
予
備

計
算
の
期
間
に
得
ら
れ
た
結
果
を
も

と
に
微
調
整
を
検
討
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

―
―
決
着
に
至
る
ま
で
に
、
な
ぜ
こ

こ
ま
で
難
航
し
た
の
か

　

資
産
と
負
債
の
価
値
を
計
量
し
て

対
照
す
る
会
計
基
準
は
一
五
世
紀
以

来
の
長
い
歴
史
が
あ
る
が
、
そ
れ
で

も
金
融
資
産
・
負
債
の
評
価
に
つ
い

て
定
め
る
国
際
会
計
基
準
三
九
号

（
注
１
）
は
依
然
大
論
争
の
的
と
な
っ

て
い
る
。

　

新
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
は
、
リ
ス
ク
と
そ

れ
に
対
す
る
備
え
を
計
量
し
て
対
照
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九
九
年
六
月
に
第
一
次
案
が
出
さ
れ
た
あ
と
、
五
年
間
に
わ
た
る
検
討
期

間
を
経
て
「
自
己
資
本
に
関
す
る
新
し
い
バ
ー
ゼ
ル
合
意
」（
新
Ｂ
Ｉ
Ｓ

規
制
）
の
最
終
案
が
今
年
六
月
二
六
日
に
決
着
し
た
。
個
々
の
金
融
機
関

が
抱
え
る
リ
ス
ク
に
応
じ
て
規
制
上
必
要
な
自
己
資
本
を
計
算
す
る
と
い

う
理
念
に
争
い
は
な
い
も
の
の
、
具
体
的
内
容
が
き
わ
め
て
技
術
的
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
適
用
に
不
安
を
感
ず
る
金
融
機
関
も
多
い
。
新
Ｂ
Ｉ

Ｓ
規
制
の
「
活
用
の
仕
方
」
に
つ
い
て
、
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
の

氷
見
野
事
務
局
長
に
聞
く
。

資産の質、リスク管理水準�
など多くの要素を反映�
新しい収益機会への大胆な取組みが可能に�

【特集】�

新ＢＩＳ規制とリスク管理�
新ＢＩＳ規制は06年末から導入される。バーゼル銀行監督委員会事務局長とし
て最終案とりまとめにあたった氷見野氏をはじめ、金融庁担当官、監査法人の
担当者が、新規制のインパクト、金融経営への活用などを提起する。�
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新
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
と
リ
ス
ク
管
理
�

内
部
管
理
手
法
を
活
用
し
て�

　
　
　
「
分
母
」
の
計
算
を
精
緻
化�

新
規
制
を
契
機
に
リ
ス
ク
管
理
の
高
度
化
を�

金
融
庁
　
総
務
企
画
局�

国
際
課
　
企
画
官�

　
白
川
　
俊
介�

最
後
の
ハ
ー
ド
ル
を
ク
リ
ア

バ
ー
ゼ
ル
委
は
近
年
に
お
け
る
銀

行
業
務
や
リ
ス
ク
管
理
技
術
の
高
度

化
に
対
応
す
る
た
め
、
九
八
年
以
来

約
六
年
間
に
わ
た
り
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
の

見
直
し
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の

間
、
一
部
修
正
案
を
含
め
れ
ば
四
度

市
中
協
議
案
を
公
表
し
、
そ
の
つ
ど

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
規
制
案
へ

の
反
映
に
努
め
て
き
た
。

新
規
制
の
実
施
時
期
に
つ
い
て

は
、
第
二
次
市
中
協
議
案
（
〇
一
年

一
月
）
に
お
い
て
当
初
〇
四
年
と
し

て
い
た
が
、
で
き
る
限
り
慎
重
な
プ

ロ
セ
ス
を
踏
ん
だ
こ
と
か
ら
、
二
度

（
〇
一
年
六
月
、
〇
二
年
七
月
）
に

わ
た
り
延
期
さ
れ
、
基
本
的
に
〇
六

年
末
と
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
バ
ー
ゼ

ル
委
の
威
信
に
か
け
て
精
力
的
な
検

討
が
進
め
ら
れ
、
昨
年
一
〇
月
の
内

部
格
付
手
法
の
枠
組
み
変
更
を
乗
り

越
え
、
今
般
、
最
終
的
な
形
で
新
Ｂ

Ｉ
Ｓ
規
制
案
が
公
表
さ
れ
る
に
至
っ

た
。そ

の
間
、
わ
が
国
は
バ
ー
ゼ
ル
委

で
の
検
討
作
業
に
積
極
的
に
参
加

し
、
わ
が
国
の
実
情
に
も
沿
っ
た
合

理
的
で
現
実
的
な
見
直
し
案
と
な
る

よ
う
力
を
尽
く
し
て
き
た
。
た
と
え

ば
、
中
小
企
業
や
個
人
向
け
融
資
の

取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
当
局

と
民
間
か
ら
の
参
加
者
が
協
力
し

て
、
借
手
一
社
一
社
の
信
用
力
だ
け

で
は
な
く
、
貸
出
先
が
小
口
に
分
か

れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
リ
ス
ク
分
散

バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
は
六
月
二
六
日
、
国
際
的
に
活
動
す
る
銀
行
の
自
己
資
本
比
率
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
の

六
年
間
に
及
ぶ
見
直
し
作
業
に
区
切
り
を
つ
け
、
新
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
の
最
終
案
を
公
表
し
た
。
今
後
、
各
国
当
局
は
こ
れ

に
基
づ
き
国
内
規
制
の
整
備
に
入
り
、
〇
六
年
末
か
ら
の
実
施
に
備
え
る
こ
と
に
な
る
。
本
稿
で
は
、
昨
年
四
月
に
公

表
さ
れ
た
第
三
次
市
中
協
議
案
か
ら
の
変
更
点
を
中
心
に
新
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
案
の
検
討
の
経
緯
と
概
要
を
解
説
す
る
と
と

も
に
、
バ
ー
ゼ
ル
委
お
よ
び
わ
が
国
に
と
っ
て
の
今
後
の
課
題
に
も
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。
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新
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
と
リ
ス
ク
管
理
�

導
入
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
世
界
に
伍
す
る�

金
融
市
場
整
備
の
推
進
力
に�

国
内
基
準
行
に
も
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ�

中
央
青
山
監
査
法
人
　
金
融
部�

レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
・
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
・
サ
ー
ビ
ス�

統
轄
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
　

安
井
　
　
肇�

不
良
債
権
に
対
す
る

早
期
対
応
促
す

金
融
機
関
に
対
す
る
新
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規

制
の
第
一
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
不
良

債
権
に
対
す
る
早
期
対
応
を
促
し
て

い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
新
Ｂ
Ｉ

Ｓ
規
制
が
現
行
規
制
に
比
べ
リ
ス
ク

感
応
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ

る
。
す
な
わ
ち
、
信
用
リ
ス
ク
計
測

に
関
し
て
示
さ
れ
た
三
つ
の
い
ず
れ

の
方
法
で
も
、
信
用
グ
レ
ー
ド
の
低

い
貸
出
（
の
引
当
て
の
な
さ
れ
て
い

な
い
部
分
）
に
は
多
く
の
規
制
資
本

が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味

で
、
本
規
制
は
債
務
者
の
財
務
内
容

悪
化
に
対
し
て
規
制
資
本
の
面
か
ら

早
期
の
対
応
を
促
す
仕
組
み
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
は
、

次
の
三
点
を
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。

一
つ
は
、
中
小
企
業
向
け
貸
出
に

つ
い
て
は
、
所
要
自
己
資
本
算
出
上

の
軽
減
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
金
融
機
関
か
ら
み
て
分

散
さ
れ
て
い
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に

は
そ
れ
自
身
リ
ス
ク
軽
減
効
果
が
あ

る
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

現
行
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
が
最
低
自
己
資
本
比
率
を
定
め
た
簡
単
な
構
造
で
あ
る
の
に
対
し
、
新
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
は
、

「
最
低
自
己
資
本
比
率
を
ク
リ
ア
し
（
第
一
の
柱
）、
個
別
金
融
機
関
に
特
有
な
リ
ス
ク
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
に
合

わ
せ
た
リ
ス
ク
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
監
督
当
局
と
の
対
話
で
示
し
（
第
二
の
柱
）、
さ
ら
に
デ
ィ
ス

ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
強
化
に
よ
る
市
場
規
律
が
求
め
ら
れ
る
（
第
三
の
柱
）」
と
い
う
三
段
階
の
構
造
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
三
段
階
構
造
は
、
日
進
月
歩
な
金
融
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
下
に
お
け
る
金
融
機
関
経
営
と
監
督
の
あ

る
べ
き
方
向
を
提
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
国
際
的
に
活
動
し
て
い
な
い
金
融
機
関
に
と

っ
て
も
重
要
な
含
意
が
あ
る
し
、
監
督
当
局
に
と
っ
て
も
大
き
な
課
題
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

24金融財政事情２００４．７．１２




